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おおむら祭り

秋晴れの下陽気あふれ祭り人舞うを

第35回

平成8年12月号広報おおむら

...議議り
爆竹の音も高らかに総勢70人が
勇壮な演技を披露しました。
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A大村部隊音楽隊
素晴しい演奏でパレ ドの先頭

を飾りました。

...リズムダンス
リズミ力jレな踊リで、祭りはさら

に高まリました。

A三城子ども太鼓
素晴しいばちさばきで、

観衆を魅了しました。

f 

秋
を
彩
る
「
第
お
口
お
お
む
ら
祭
り
」
が
什
月
3
日
ア
ー
ケ
ー
ド
と
お
祭
り
広
場

(三
城

小
グ
ラ
ン
ド
)
を
中
心
に
聞
か
れ
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
包
囲
体
約

1
、
5
0
0人
が
参
加
。
大
村
部
隊
の
音
楽
隊
を
先
頭
に
力
ラ

ー
ガ
ー
ド
隊

・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
-
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
子
ど
も
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
l
ズ

・
日
舞
道

行
・
時
代
行
列
・
ミ
ス
大
村
パ
レ
ー
ド
民
踊
道
行
、
郷
土
芸
能
で
は
、
日
焼
浮
立
寿
古

踊
り

・
龍
踊
り

・
樽
み
こ
し
が
ア
ー
ケ
ー
ド
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
代
行
列
は
、

竹
松
、
松
原
地
区
へ
も
出
向
き
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

お
祭
り
広
場
で
は
、

5
0
0年
の
歴
史
が
あ
る
郷
土
芸
能
か
ら
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
技
ま

で
市
民
に
披
露
。
広
場
は
、
汗
ば
む
陽
気
と
祭
り
の
活
気
で
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

‘
~
一
一
吋
吉
諮
り

こ
お
り郡
三
踊
り
の

一
つ
で
約
5
0
0年
の
歴
史
を
持

ち
荘
厳
さ
が
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

正

企チアリーダー
若さいっぱいの演技で市

民をくぎづけにしました。
企樽みこし

子どもみこしと大人みこしの12団体600人

が参加。勇壮に祭りを盛り上げました。

企;子どもバトン
トフラーズ
見事なバトンさばきと踊

りで祭りに華を添えました。
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噂
包
焼
け
浮
立

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
2
0
0
人
に
よ

る
舞
い
は
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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4
力
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

整
然
と
し
た
鮮
や
か
な
演
技
は
美
し
く

見
事
で
し
た
。

弘
時
代
行
列

竹
松

・
松
原
地
区
ま
で
出
向
き

披
露
さ
れ
た
時
代
行
列
。

皆
さ
ん
な
り
き
っ
て
ま
し
た
ね。

企民舞道行
連合婦人会、民踊協会、民踊愛好会、農

協女性部の総勢300人が色鮮やかに舞い
を繰リひろげました。
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教育功労者

12個人.2団体
を表彰

れ教
た育 一一一一一
皆功 九 草~8草意先宏事主主??覧手Jテヲ苦毎試
さ労
ん者
(と
11し
/て
5表
日彰
を
市受
役け
所ら

r._.ー-_._.一圃ー

秋の叙勲
~大村市から 2人が受章~

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
方
に
贈
る

「教
育

功
労
者
表
彰
式
」
が
日
月
5
日、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
田
川
教
育

委
員
長
か
ら
、
ロ
個
人
・

2
団

体
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

田
崎
英
秋
さ
ん
(
古
町
1
丁

目
)
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

一
般
表
彰

平成8年秋の叙勲受章者が発表され、県内

から72人、本市から次の 2人の方が、栄ある

章を受けられました。おめでとうございまし

た。

@勲六等瑞宝章 @勲七等瑞宝章

後田幸助さん 大川内義春さん : ・実長 ・

(73歳 .f久島2丁目) (69歳・今津町多国発と多勢
-年方展し年戸

元長崎県警部 元大村市技術吏員 |に ー にてに利

L.一個ー-_._._._._-_.ー._._._.....Jわ明尽地わ春
た 力域た
り さ文り
学 れ化文
童 ま団化
野 し体協
球 たの会
の 充会

指
導
者
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
勤
続

(
教
職
員
)

・
城
代
繁
則

・
猪
股
フ
ミ

・
山
本
祐
三

(
学
校
医
)

-
田
崎
英
秋

篤
志
寄
付

-
朝
長
佑
保

・
小
溝
秀
昭

・
松
添
靖
紀

-
佐
藤
信
二

-
上
岡
市
次

文
化
基
金
へ
多
額
の
浄
財
を

寄
贈
-
コ
マ
ツ
電
子
金
属
怖

・
蜘
丸
源

奨
学
基
金
ヘ
多
額
の
浄
財
を

寄
贈
-
寺
崎
喜
久
雄

市
立
図
書
館
へ
絵
画
を
寄
贈

大村市タクシ-5社

防犯連絡協議会理事の

嘉村隆之氏 (56歳)が、

多年にわたり地域安全

活動に多大の功労があ

ったとして、 「全国防犯

協会連合会会長」から

防犯栄誉銅章が贈られ

防犯栄誉銅章を受章

⑩
 

美
術
の
秋
を
迎
え
、
第
初
回

市
展
に
は
、

3
0
9
点
の
力
作

が
出
品
さ
れ
、
多
数
の
参
観
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
通
り
入

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
(敬

称
略
)

市

反

今
年
も
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

(
竹

/

3
・
市
コ
ミ
セ
ン
)

a圃且

嘉村隆之さん (玖島3丁目)

ました。

同氏は、昭和61年3月から平成元年3月まで少

年補導員として活躍、さらに昭和61年12月大村市

タクシ-5社防犯連絡協議会の発足に尽力され、

理事に就任。現在に至るまで多年にわたり市内の

職域防犯団体のリーダ一的立場から、市民の安全

意識の高揚・暴力排除運動・暗がり対策の推進は

もちろんのこと、少年の非行防止活動や、タクシ

-5社の機動力を活かし俳個痴呆老人の発見・保

護活動を展開し、総合的な安全対策に尽力してこ

られました。

おめでとうございました。

大
村
市
長
賞

(
藤
井
景
美
記
念
賞
)
洋
画
H

山
下
保
子
日
本
画
H
岩
永
弘

書
H
有
吉
昭
徳

(
岩
永
憲
治

記
念
賞
)

写
真
リ
本
田
幸
男

彫
塑
・
工
芸
H

蓮
本
ま
ゆ
み

デ
ザ
イ
ン
H
福
田
三
徳

市
議
会
議
長
賞

書
H
岩

谷

亮

子

写

真

ム

帰

雅
彦教
育
委
員
会
賞

彫
塑
・
工
芸
H
山
石
拓
実
デ

ザ
イ
ン
リ
前
田
恵

市
文
化
協
会
賞

洋
画
H

山

浦

日

出

夫

日

本

画
H
北
川
文
子

市
美
術
協
会
賞

洋
画
リ
佐
藤
武
彦
日
本
画
U

川
副
篤
一
書
リ
竹
下
ス
ナ
エ

写
真
1
津
田
湾
子
彫
塑
・
工

芸
H
今
村
嫡
子
デ
ザ
イ
ン
リ

朝
長
陽
子

自治大臣表彰を授与

こ
の
ほ
ど
、
大
村
市
公
平
委

員
会
委
員
長
の
岩
永
宏
氏
(
万

歳
)
が
、
多
年
に
わ
た
り
地
方

公
務
員
制
度
の
円
滑
な
運
営
に

多
大
の
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

公
平
委
員
会
制
度
訪
周
年
記
念

自
治
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

奨
励
賞

洋
画
H
早
瀬
潤

一
、
今
村
純
子
、

樫
本
有
希
子
、
渡
辺
洋
子
、
平
石

正
徹
、
永
尾
涼
子
、
今
村
五
十
鈴
、

水
上
美
智
子
、
村
部
淳
子
、
藤
田

洋
子
、
吉
冨
祥
三
日
本
画
H

姫
松
吉
郎
、
藤
浪
契
子
、
池
尾
美

津
子
、
赤
島
モ
リ
エ
書
H

小

野
恭
子
、
勝
盛
光
子
、
鈴
田
文
昭
、

藤
松
千
鶴
子
、
川
野
敏
夫
、
市
村

幸
子
、
西
本
紀
子
、
田
中
順
子
、

岩
尾
徳
子
、
南
ヒ
ロ
、
冨
田
ア
ツ

子
、
坂
根
毅
、
山
口
桂
子
、
原
口

和
子
、
福
崎
洋
子

写
真
リ
橋

口
ミ
ド
リ
、
岸
口
邦
彦
、
山
添
正

一
、
岩
永
猛
、
前
田
多
喜
雄
、
長

岡
裕
子
、
浦
部
豊
、
大
薮
美
登
里
、

中
原
康
典
、
小
川
肇
、
佐
藤
重
明
、

早
田
仁
子
、
志
田
和
枝
彫

塑
・
工
芸
H

山
下
沙
織
、
神
田

美
恵
子
、
田
島
尚
史
、
大
藤
由
美
、

デ
ザ
イ
ン
リ
田
添
亜
紗
、
杉
山

和
代

4 

岩永宏さん (松原 1丁目)

し
た
。
同
氏
は
、
昭
和

ω年
ロ
月
に

大
村
市
公
平
委
員
に
選
任
さ
れ
、

平
成
元
年
四
月
に
同
委
員
長
に

就
任
、
現
在
に
至
る
ま
で
本
会

の
円
滑
な
運
営
、
さ
ら
に
は
市

職
員
の
勤
務
条
件
な
ど
に
関
す

る
適
正
な
運
用
を
図
る
な
ど
大

き
な
功
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
6
年
に
は

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
九
州

支
部
長
も
歴
任
さ
れ
、
九
州
支

部
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
も

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



広報おおむら 平成8年12月号

年末・年始市役所の仕事案内
=12月28日(土)--平成9年 1月5日(日)まで通常業務は休みです=

ごみ収集

o I可燃ごみ」は、 12月31日(火)まで平
常どおり収集します。

o I不燃ごみ」は、日割り表どおりの収
集となります。

O収集をしない日

1月1日(水)から 3日(金)まで

01月4日(土)から平常どおり収集を行い

ます。

し尿くみ取り

012月23日(月・祝)、 12月29日(日)

は平常どおりくみ取りを行います。

Oくみ取りをしない口

12月31日(火)から 1月5日(日)まで

01月6日(月)から平常どおりくみ取り

を行います。(岩藤清掃は 1月4日(土)

からくみ取りを行います)

。ごみの収集がすでに終わっているご家庭でお困りの人は、「可燃ごみJ. I不燃ごみ」

「資源物」に分別して、清掃センターに直接持ち込んでくださt)。

持ち込み時間

・12月28日(土)は、午前 9時から11時まで(午後は休みです)
-12月30日(月)は、午前 9時から11時30分・午後 1時から 4時まで

お頼い

年末には、 「ごみ」が集中して排出されますが、現在、ごみ処理施設建設中にともない

清掃センターの場内が制限されています。このため、相当の混雑が予想されますので、

早めに清掃、整理され町内のそれぞれの集積所を利用するようにしてください。

市立病院

急患はいつでも、当直の医師(内科系-外科系)が診

療します。小児科の急患については、 12月30日(月)と 1

月2日(木)の午前中は、小児科医が診療します。

出生 ・死亡届など

出生・死亡・婚姻など、

戸籍の届け出は、休み中も

宿日直で受け付けます。

ただし、転入や転出、諸

証明発行の事務は行いませ

ん。

問い合わせ市民課

5 

図書館・史料館

12月28日(土)から 1月4

日(土)まで休館します。

※12月25日(水)の館内整理

日は開館します。

問い合わせ

図書館(宮②2457)

史料館 (fi⑬1979)

問い合わせ清掃課企⑪31 0 0 

水道業務

休み中も午後4時30分まで、料金徴収などの業

務を行います。問い合わせ 水道部 (fi⑬1111)

歳未特別警戒
~火の元大丈夫ですか ?"J

=12月28日"J31日=

市消防団では、火災発生防止と人命損傷事故の

未然防止を図るため、夜間警戒巡視などを行い特

別警戒を実施します。

期間中 『消防の時間jを午後 8時と定め、火の

元点検の励行を呼びかけるために、 30秒間サイレ

ンを鳴らします。

消防演習招集サイレン 12月28日(土)、午前8時



み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

H
人
権
週
間
包
月

4
E
S
旬
日
H

国
際
連
合
巳
お
い
て
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
、
か
、
昭
和
お
年

M
M
月
叩

B
C採
択
さ
れ
だ
の
を
記
念
し
て
、
わ
、
か
国
巳
お
い

て
も
、
毎
年
旬
月
4
日
か
ら
叩
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
し
て
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
人
間
が
人
と
し
て
本

来
も
っ
て
い
る
権
利
で
、
憲
法
で
保

証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
べ
て
の
人

が
等
し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め

の
基
本
的
な
権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、

だ
れ
も
が
、
幸
福
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

い
i
v
L
H

呉

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
権
利

ば
か
り
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

他
人
の
権
利
を
尊
重
し
、
お
互
い
相

手
の
立
場
を
考
え
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
次
の
強
調
事
項

争

' 

を
掲
げ
て
広
く
国
民
に
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
0

0
子
ど
の
人
権
を
守
ろ
う

。
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

意
識
を
育
て
よ
う

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

。
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実

現
し
よ
う

O
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会
を
築

こゆっ
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人

権
問
題
で
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た

り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
た
め
、
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支

局
(
宮
⑫

2
5
4
7
)
、
ま
た
は
お

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

「いじめ根絶強調月間」パレード (11/1・アーケード)

子
ど
も
の
人
権
を

守
ろ
う

他
人
の
心
の
痛
み
を

分
か
ら
せ
る

も
し
自
分
の
子
ど
も
が
い
じ
め
に

か
か
わ
っ
て
い
た
ら
、
い
か
に
自
分

の
し
て
い
る
こ
と
が
残
酷
で
、
大
変

な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

十
分
に
分
か
ら
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
中
学
生
の
よ
う
に
あ

る
程
度
の
年
齢
に
達
し
て
い
れ
ば
、

悪
質
な
い
じ
め
を
繰
り
返
し
行
っ
た

場
合
、
法
的
・
社
会
的
に
、厳
し
い
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
教
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
の
根
本
に
は
、
自
分
の
存

在
感
や
欲
求
が
満
た
さ
れ
な
い
子
ど

も
が
、
そ
の
は
け
口
と
し
て
自
分
よ

り
力
の
劣
る
者
を
攻
撃
す
る
こ
と
で

不
満
を
解
消
す
る
と
い
う
代
償
行
動

が
あ
り
ま
す
。
親
と
し
て
は
ま
ず
、

子
ど
も
の
も
っ
て
い
る
不
満
の
把
握

に
努
め
、
そ
の
上
で
他
人
の
立
場
や

気
持
ち
を
思
い
や
る
心
、
い
わ
ば
人

権
意
識
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

い
じ
め
の
見
逃
し
も
が」

許
さ
れ
な
い

自
分
の
子
ど
も
は
い
じ
め
に
か
か

わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
ク
ラ
ス
の
な

か
に
は
い
じ
め
が
あ
っ
た
り
、
友
達

が
い
じ
め
を
受
け
て
い
た
り
す
る
と

き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

カ
今
の
い
じ
め
に
は
、
い
じ
め
を
す

る
子
ど
も
と
受
け
る
子
ど
も
の
ほ
か

に
、
い
じ
め
の
行
為
を
面
白
が
っ
て

み
る

「観
衆
」
や
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

す
る

「傍
観
者
」
が
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
じ
め
を
見
逃
す
行
為

も
、
い
じ
め
を
す
る
の
と
同
じ
よ
う

に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
教
え
、
い
じ
め
を
見
た
ら
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
話

し
ま
す
。
い
じ
め
を
見
た
ら
、
勇
気

を
出
し
て
注
意
し
た
り
、
だ
れ
か
親

し
い
友
人
に
話
し
て
み
た
り
す
る
な

ど
、
そ
の
場
の
対
処
法
に
つ
い
て
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

6 

ま
ず
は
先
生
に
相
談
し

家
庭
と
学
校
で
解
決

い
じ
め
の
ほ
と
ん
ど
は
学
校
で
起

き
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
人
権
問

題
は
、
学
校
で
解
決
さ
れ
る
の
が
最

も
望
ま
し
い
形
で
す
。
ま
ず
は
担
任

の
先
生
に
相
談
し
、
家
庭
と
学
校
が

一
緒
に
な
っ
て
い
じ
め
を
解
決
す
る

こ
と
で
す
。

し
か
し
、
学
校
の
対
応
が
十
分
で

な
か
っ
た
り
だ
れ
に
も
相
談
で
き

ず
、
親
や
子
ど
も
自
身
が
悩
み
を
抱

え
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
法
務
局
・

地
方
法
務
局
の
人
権
相
談
窓
口
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
い
じ
め
問
題
に
関
し
て
は

「
い
じ
め

一
一
O
番
」
な
ど
の
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
る
な
ど
積
極
的
に

相
談
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
(子
ど
も

の
人
権
専
門
委
員
)
は
、
い
じ
め
や

体
罰
、
親
に
よ
る
虐
待
な
ど
子
ど
も

の
人
権
全
般
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
崎
地
方
法
務
局
子
ど
も
人
権
1

1
0
番

(
8
0
9
5
8
②
7
8
3
1
)



総

務

庁

長

官

表

彰

受

賞

行
政
相
談
委
員
の
松
本
健
次
さ
ん

が
、
総
務
庁
長
官
表
彰
の
贈
呈
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

会
合
力
氏

培
、
余
宅
す
、
主

主
一
r

b
v
~1
r

e

ん
J

J
Z
4
Z

一一

土

♂

仁

入

し

1

'レ
下

町

2

S

P
ベ7

2

こ
れ
は
、
長
年
の
功
績
を
た
た
え

る
も
の
で
、
特
に
業
績
が
顕
著
で
ほ

か
の
模
範
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ

と
で
の
受
賞
で
す
。
松
本
さ
ん
は
受

賞
に
つ
い
て

「思
い
も
よ
ら
な
い
総

務
庁
長
官
表
彰
の
栄
に
浴
し
人
生
最

高
の
栄
誉
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
喜
び

と
感
激
を
い
つ
ま
で
も
胸
に
秘
め
て

相
談
業
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
住
民
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成8年12月号

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
、
ロ
月
の
年
末
調
整
で
精
算

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す

る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

広報おおむら

あなたの近くに人権擁護委員がいます

~お気軽にご相談ください~

。人権擁護委員
石橋正夫 (久原 1丁目
錦戸貞子 (木場1丁目
谷本康子 (杭出津2丁目
山口 清 (玖島2丁目
内野祐里 (武部町

国

間

(的

問

(町

12月4日(水)、午前10時~午後4時30分

第6会議室市役所

人権擁護委員、法務局職員

※定例相談は、毎月第 1木曜日 (午前10時~午後3時)に
市役所市民相談室で、行っています。

軒
忍

dU

在
七
島
蟹
京
藍

E

E

留
震
佐
都
お
E
E島
郡

苫

寝
間
ι
民
雲
院
以
鍵
髭

号

F~ 詔広司震 と二二コ 12月の定例相談日 一一:二三む仏ぺ

E 市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行って 霊

i いますo お気軽にご相談ください。
人権相談・特設人権相談i (4日水山川:30) 
行政相談 (12日・木 9 : 30-12 : 00) 
野 法律相談 (18日-水 10 : 00-15 : 00) i (法律相談は申し込みが1叫なり次第締め切ります)
交通事故相談 (24日・火 10 : 00-16 : 00) 

: 年金相談 (25日・水 10 : 00-15 : 00) 

f 不動産相談 (27日・金 13 : 00-16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです
電話での受け付けはいたしません)

一一

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

①
給
与
の
年
収
が

2
、
0
0
0
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
(
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費

を
控
除
し
た
後
の
金
額
)
の
合
計
が

却
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人

こ
の
よ
う
な
人
は
、
平
成
9
年

2

月
日
日
か
ら

3
月
幻
日
の
確
定
申
告

期
間
中
に
受
け
付
け
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
(
還
付
申
告
)

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合
(
住
宅
取
得
等
特
別
控

除
)
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合

な
お
、
還
付
申
告
を
す
る
場
合
に

は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
却
万
円
以
下

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計
算

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
還
付
申
告
は
、
平
成
9
年

1
月

6
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
早
め

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
へ

⑫
1
3
7
0
)
 

日寺

所

相談員

住宅用地の申告を
住宅用地には、固定資産税-都市計画税の軽減措

置が適用されます。

住宅用地を認定するため、次の場合、平成9年 1
月31日までに税務課に申告してください。
住宅を新増-改築した場合

住宅を取り壊した場合

家屋の用途を変更した場合

問い合わせ税務課

税
務
課

包

日

士曇

家
屋
の
実
地
調
査

固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
、

新
・
増
・
改
築
や
取
り
壊
し
た
家
屋

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
員
(
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
を

携
帯
)
が
伺
い
、
家
屋
に
も
立
ち
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
新
・
増
・
改
築
や
取
り
壊

し
を
し
た
人
で
登
記
を
し
て
い
な
い

人
は
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

問
い
合
わ
せ

7~ 



ト
一コ
-
V

3
-武一
力
回ス

h
F
防
火
は
ぼ
〈
ら
の
手
で

遊
び
を
通
し
て
火
遊
び
の
防
止
や
消
防
の
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と

ω月
お
目
、
「
ち
び
っ
子
防
火
大

会
」
が
県
消
防
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
の
幻
保
育
所
⑮
か
ら
約
4
8
0

人
が
参
加
。
球
員
の
腹
話
術
に
よ
る
火
遊
び
防
止
を

誓
っ
た
あ
と
、
消
防
車
と
の
綱
引
き
、
は
し
ご
車
な

ど
に
よ
る
一
斉
放
水
の
見
学
、
人
間
も
ぐ
ら
た
た
き
、

大
声
大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
に
、
ち
び
っ
子
た
ち
の

歓
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

〈

(10/23・パークベルズ)

h
p
地
球
場
境
を
考
え
る

「
平
成
主
新
駅
舎

の
講
演
会
が

ω月
お
目
、
宮

崎
線
氏
を
招
い
て
、
パ
i
ク
ペ
ル
ズ
で
開
か
れ
ま
し

た
雨
量
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
は
浪
費
の
た
と
え
と
し

て
用
い
ら
れ
る
「
湯
水
の
よ
う
に
使
う
」
と
い
う
表

現
が
砂
漠
の
国
で
は
正
反
対
に
節
約
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
も
つ
な
ど
、
国
や
民
族
に
よ
っ
て
価
値
基
準
が
い

か
に
遣
う
か
、
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球
環
境

の
保
全
の
た
め
に
、
こ
の
壁
を
い
か
に
乗
り
越
え
る

か
と
い

っ
た
難
し
い
問
題
が、

各
国
の
豊
富
な
取
材

体
験
を
交
え
て
お
も
し
ろ
く
語
ら
れ
、
聴
衆
は
そ
の

知
的
な
語
り
口
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

A苦楽をともに
結婚50周年を祝う金婚祝賀記念品贈呈式が10月

16日、市民会館で行われました。

今臣、金婚式を迎えられたのは65組のご夫婦。

皆さんは、戦後の混乱期から今日までの50年間、

ともに励まし、いたわりあって今日の家庭を築か

れ地域発展に寄与されました。

甲斐田市長は、これまでの人生に敬意を表わす

とともに 「福祉の充実に努力しますJとあいさつ、
佐藤達夫 ・秀子さんご夫婦 (玖島1Tel)が受賞者
を代表してお礼を述べました。

(10/16・市民会舘)

‘
親
子
で
さ
わ
や
か
な
汗

第
氾
回

。母
と
子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
が
わ
月
氾
日
目、

市
民
体
育
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
総
勢
3
5
0
人
が
集
い
、
釘
札白
玉
入

れ

・
パ
ン
喰
い
競
争

・
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
な
ど
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
競
技
で
に
ぎ
わ
い
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

(10/13・市民体育館)

ち.~":';えよ

<) 

4
女
性
の
声
を
行
政
ヘ
ー

大
村
生
活
学
校

(田
中
紀
美
子
代
表
)
主
催
の
「
一

日
婦
人
議
会
」

が

ω月
昨
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
婦

人
の
立
場
か
ら
質
問
、
意
見
な
ど
が
相
wペき
ま
し
た
。

婦
人
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
そ

の
学
習
機
会
を
設
け
、
明
る
い
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ

く
り
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
甲
斐
田
市
長
を

は
じ
め
各
部
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
を
真
剣
に
受
け

止
め
、
現
状
や
今
後
の
対
策
な
ど
を
答
弁
し
ま
し
た
。

Fし

(10/14・市役所)

(叩
/
却
・
市
民
会
館
)

惨
歌
声
高
ら
か
に

第
釘
口
市
民
音
楽
祭
が

ω月
お
目
、
市
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

や
中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
、
日
本
古
来
の
邦
楽
な

ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。
澄
み
き
っ

た
歌
声
や
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
、
会
場
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

() 
4

司
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら

簡
易
保
険
加
入
者
協
会
の
支
援
に

よ
る
「
第
4
ロ
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ウ
オ

ー
ク
一
フ
リ
ー
大
会
」

が
ね
月
ゆ
日
の

夜
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

家
族
や
職
場
の
仲
間
な
ど
約
1
、
2

0
0
人
が
参
加
。
睦
上
競
技
場
か
ら

大
多
武

・
広
域
農
道
・
鈴
田
を
通
る

コ
ー
ス
で
行
い、

市
街
地
の
夜
景
を

楽
し
み
な
が
ら
完
歩
し
ま
し
た
。

平成8年12月号

Aオフィスパーク大村
現地視察会

オフィスパーク大村企業誘致推進協議

会 (会長田中誠助役)では、10月24日、

東京、福田、県内の企業を招いてオフィ

スパーク大村の現地視察会を開催し、 企

業立地に向けてのPRを図りました。

企業の担当者を、造成工事中の現地な

どへ案内。

参加者からは「環境の良いところ」と

の印象のほか、具体的な質問が相次ぎ、

今後の企業誘致活動に大きな弾みがつき

ました。

叩
/
Mm
・
琴
平
ス
カ
イ
パ
ー
ク
)

広報おおむら

正

多
田 (10/15・県工業技術センター)

Aa

『
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と

地
域
活
性
化
』
講
演
会

大
村
国
際
安
流
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
と
地
域
活
性
化
」
講
演
会
が
、

ω月
沼
田
に
長
崎
県

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

(池
田
2
丁
目
)
で
開
か
れ
市
内

各
界
か
ら
約
1
6
0名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
阿
片
公
夫
氏

(N
E
C総
研
取
締
役
社
長
)

や
、
松
本
博
氏

(松
早
グ
ル
ー
プ
代
表
)
の
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
法
・
積
極
的
な
企
業
経
営
戦
略
に
関

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
地
域
振
興
策
検
討
の
た
め
の
意

義
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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4

司
稲
穏
を
手
に
大
は
し
ゃ
ぎ
!

萱
瀬
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
稲
刈
り
を
体
験
。

捜
業
で
は
学
べ
な
い
体
験
を
通
し
て
自
然
に
親
し

み
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
高
め
よ
う
と
叩
年
前

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
徒
全
員
印
人
は
教
員
や
P
T
A
環
境
整
備
部
員

の
指
導
の
も
と
に
、
額
に
汗
し
な
が
ら
大
切
に
育
て

た
稲
を
1
株
ず
つ
鎌
で
刈
り
取
っ
て
い
ま
し
た
。

英
語
指
導
助
手
ア
イ
リ
l
ン
さ
ん
も
、
は
じ
め
で

と
は
思
え
な
い
手
つ
き
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

(10/18・萱瀬中実習田)

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

第
訂
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
陸
上
競
技
大
会
出
場
の
た
め
西

大
村
中
学
校
の
山
口
江
理
さ
ん

(右・

1
0
0
m
ハ
ー
ド
ル
)
と
桑

野
貴
美
子
さ
ん
(
左
・
県
選
抜
リ

レ
i
チ
!
ム
)
が
日
月
氾
日
、
市

役
所
を
訪
れ
出
場
の
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
、
「
自
己

ベ
ス
ト
を
出
せ
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
述
べ
、
田
中
助
役
は
、

'
二
人
に
「
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

第
必
回
全
国
青
年
大
会
出
場

「
第
羽
田
全
国
青
年
大
会
」
に
、
長
崎
県
代
表
の
大
村
出
身

の
選
手
ロ
名
が
、
日
月
1
日
市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐
田
市
長
に

出
場
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

全
国
青
年
大
会
と
は
、
お
歳
以
下
の
勤
労
青
年
の
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
競
技
大
会
で
す
。
長
崎
県
か
ら
は
、

1
3
2名
の
選
手

が
出
場
し
ま
す
。

本
市
か
ら
は
、
陸
上
競
技
、
剣
道
女
子
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に

出
場
し
ま
す
。

選
手
の
代
表
が
、
「
代
表
と
し

て
精
一
杯
頑
張
り
た
い
。
よ
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
普
段
の
力
が
出

せ
る
よ
う
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
ο

市

長
か
ら
「
市
の
代
表
と
し
て
の
気

持
ち
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑
張

っ
て
欲
し
い
。
皆
さ
ん
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
」
と
激
励
さ
れ
ま
し

た

(
叩
/
釘
・
市
役
所
〕

(10/19・陸上競技場)

什

/

1
・
市
役
所
)
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『フン、

フ
ン
の
後
始
末
は

飼
い
主
の
義
務

道
路
や
家
の
前
に
フ
ン
を
さ

れ
、
(
フ
ン
の
後
始
末
が
な
さ
れ

て
な
い
と
)
悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
た

り
、
フ
ン
を
踏
み
つ
け
た
り
し
て

た
い
へ
ん
迷
惑
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
最
近
は
公
園
や
学
校
の

運
動
場
で
散
歩
さ
せ
て
い
る
人
も

見
か
け
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
場
所
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

場
所
で
す
。
フ
ン
が
落
ち
て
い
る

と
大
変
不
衛
生
で
パ
イ
菌
が
心
配

不法投棄は禁止!

っ』言っ
て
ら
れ
ま
せ
ん

で
す
。
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
と
し

て
必
ず
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
散
歩
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
小
さ
な
シ
ャ
ベ
ル

な
ど
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
、
道
や

公
園
で
し
た
フ
ン
の
後
始
末
を
き

ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

町内の不燃物集積所に可燃ごみをはじめ、市で収

集・処理できない(タイヤ・バッテリー・土砂・外

壁材など)廃棄物の不法投棄が増加しています。

投棄者が判明した物件については、回収撤去を厳

しく指導していますが、心ない人による不法投棄が

後をたちません。住みよいまちづくりのために、不

法投棄は絶対にやめましょう O

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律Jから
①産業廃棄物の場合...・H ・..1年以下の懲役又は

100万円以下の罰金

②その他の廃棄物の場合…6か月以下の懲役又は

50万円以下の罰金

悪質な不法投棄者については罰則を適用します。

最
近
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
を

よ
く
耳
に
し
ま
す

-
犬
や
猫
が
夜
鳴
き
を
す
る
。

-
犬
や
猫
の
毛
が
飛
ん
で
く
る
0

・
犬
や
猫
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し

な
L
0

・
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
0

・
犬
や
猫
を
捨
て
る
。

-
犬
や
猫
が
他
人
の
土
地
、
作
物

な
ど
を
荒
ら
し
た
り
汚
し
た
り

す
る
。

犬
や
猫
が
嫌
い
な
人
も
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
し
っ

か
り
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

環境保全課

球
島
協
の
萄
壇
が
ネ
ツ

奉
仕
作
業
を
す
る
九
電
工
大

村
営
業
所
の
皆
さ
ん

(
叩
/
叩
・
大
村
公
園
)

九電工大村営業所(井子国語一所長)は10月19日、玖

島城石垣の除草の清掃奉仕作業を行いました。

「さわやかコミュニティ旬間jの一環として、早朝か

ら所員約20人が高所作業車などを使い、板敷櫓周辺の石

垣を除草。茂っていた草も刈り取られ、すっきりきれい

になりました。

この奉仕作業も今年で6回目です。早朝から参加され

た所員の皆さん、お疲れさまでした。

建
設
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

問い合わせ

都市緑化の推進などの功績に贈られる都市緑

化功労者に元大村市造園組合長の赤川秀雄さん

(赤佐古町)が受賞されました。

赤川さんは、長年にわたり造園技術技能の実

践や継承に心血を、注がれ、大村公園花菖蒲園の

整備・育苗など緑化推進に多大な功績をあげら

れています。

おめでとうございました。

甲
斐
田
市
長
に
目
録
を
渡
す
川
端
さ
ん

(
叩
/
引
・
市
役
所
)
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大村公園のベンチをリフレッシュ

大
村
商
工
会
議
所
婦
人
会
(
会
長
・

川
端
栄
子
さ
ん
)
で
は
、
「
環
境
・
ご
み

問
題
」
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
l
の
収
益
金
で
、

大
村
公
園
旧
噴
水
廻
り
の
ベ
ン
チ

(
6

脚
)
を
塗
り
替
え
、
装
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
法
投
棄
禁
止
看
板
を
寄
贈

環境美化活動の一環として、きれいなま

ちづくりに協力しようと、船長崎県産業廃

棄物協会県央支部(恒石源治支部長)から、

市ヘ「不法投棄禁止看板J2枚が寄贈され、
池田2丁目と雄ヶ原町に設置されました。

ありがとうございました。
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ス

ー
市
の
イ
d
p
t
ジ
ア
別
訪
に
市
役
!

明
ミ
ス
大
村
、
ミ
ス
大
村
桜
、

ミ
ス
花
菖
蒲
の
3
人
の
美
の
使
節

が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
商
工
会

議
所
、
観
光
協
会
、
市
が
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
今
回
で
時
回

目
。
日
月
3
日
、
お
お
む
ら
祭
で

選
彰
式
が
行
わ
れ
街
頭
パ
レ
ー
ド

で
あ
で
や
か
な
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。今
回
は
、
平
成
日
年
3
月
ま
で

の
代
表
と
し
て
、
公
式
行
事
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
く
3
人
の
方
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
し
ま
し
た
。

内
容
は
、

①
応
募
さ
れ
た
動
機

②
趣
昧
や
特
技
①
将
来
の
夢
④
理

平成8年12月号広報おおむら

想
の
人
(
好
き
な
タ
イ
プ
)
⑤
大

村
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
こ
ろ
①

抱
負
の
6
項
目
で
す
。

と
み
う
ら
ゅ
う
こ

・
ミ
ス
大
村
H
富
浦
裕
子
さ
ん

(久
原
1
丁
目

・
市
役
所
嘱
託
員
)

①
市
の
た
め
に
何
か
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
た
の
で
②
映
画
鑑

賞
・
書
道

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

①
世
界
中
を
旅
行
す
る
こ
と
④
頭

が
良
く
て
仕
事
が
で
き
る
人
①
公

園
の
満
開
の
桜

ωお
か
れ
た
立
場

に
誇
り
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
に
参
加
し
て
、
市
の
P
R
に
役

立
ち
た
い
。

/ヘ .
富 ミ
の ミ

原天
i 村
丁 桜
目 11
伊t
自蒔:
衛萌吉
宮美込
)さ

① ん

i
い
J
β)J
 

自
分
の
実
力
が
ど
れ
く
ら
い
か
た

し
か
め
た
か

っ
た
②
音
楽
鑑
賞
、

剣
道
③
陸
曹
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ

へ
行
き
た
い
④
や
さ
し
い
人
⑤
海

上
空
港
⑤一

日
一
日
を
、
大
切
に

が
ん
ば
り
た
い
。

よ
し
だ
さ
ち
よ

・
ミ
ス
花
菖
蒲
H
吉
田
幸
代
さ
ん

(
久
原
2
丁
目
・
銀
行
員
)
①
職

場
の
人
に
推
め
ら
れ
て
②
ド
ラ
イ

ブ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
①
素
敵
な
人

と
出
会
い
、
幸
せ
な
家
庭
を
つ
く

り
た
い
④
優
し
く
て
大
切
に
思
っ

て
く
れ
る
人
⑤
大
村
桜
や
花
ま
つ

り
な
ど
⑤
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
た

な
お
、
こ
の
1
年
間
、
市
の
発

展・

P
R
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た

切
ミ
ス
大
村
の

一
瀬
史
香
さ
ん
、

ミ
ス
大
村
桜
の
吉
崎
瑞
紀
さ
ん
、

ミ
ス
花
菖
蒲
の
上
野
康
子
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

写真で見る大村の歴史(7)

... ， ~ -

浜田波久さん)
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企

「
水
害
の
濁
流
、
大
村
駅
前
付
近
」

昭
和
認
年
7
月
お
日
か
ら
お
日
に

か
け
て
の
大
雨
に
よ
り
、
市
内
各

地
の
堤
防
が
決
壊
し
、
大
村
市
は

死
者
四
名
、
全
壊
家
屋
日
戸
と
、
か

つ
て
な
い
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
右
上
の
写
真
は
、
そ
の
と
き

の
大
村
駅
前
付
近
の
様
子
で
、
濁

流
で
川
の
よ
う
に
な
っ
た
道
路
の

様
子
が
水
害
の
猛
威
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
現
在
(
写
真
左
上
)
の

ほ
ぼ
同
じ
地
点
に
は
水
害
の
痕
跡

は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
建
物
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

(昭和32年撮影・提供(現在)

大
村
市
で
は
、
幕
末
か
ら

明
治
・大
正

・
昭
和
に
か
け

て
の
大
村
の
暮
ら
し
ゃ
風

景
を
写
し
た
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。
お
手
も
と
に

古
い
写
真
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ

連
絡
先

文
化
課



基
礎
年
金
番
号
通
知
書

新

年

金

証

書

f

一J
珍

L3
0

平
成
9
年

1
月
か
ら
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
お
よ
び
各
共
済
組
合
に
共

通
の
基
礎
年
金
番
号
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
各
年
金
制
度
に
加
入

中
の
人
に
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
な
お
、
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
人

に
は
事
業
所
を
通
じ
て
送
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
通
知
書
は
、
皆
さ
ん
の
年
金

を
守
る
大
切
な
鍵
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
子
持
ち
の
年
金
手
帳
に
貼
付

し
て
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
・
転
入
や
就
職
・
退
職
な
ど

が
送
付
さ
れ
ま
す

に
伴
う
年
金
の
各
種
届
け
出
を
行
う

と
き
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

を
記
入
し
た
新
し
い
年
金
証
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
今
後
、

年
金
の
相
談

な
ど
を
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
新
し

い
年
金
証
書
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。な
お
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の

内
容
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
?

年
金
は
、
老
後
の
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
故

な
ど
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金、

二
永

の
大
黒
柱
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺

族
基
礎
年
金
な
ど
の
保
障
が
あ
り
ま

す
が
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
っ

た
ば
か
り
に
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
保
険
料
は
、
今
年
の
う
ち

に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金
係

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

国
保
と
交
通
事
故

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
被
害

者
に
重
大
な
過
失
が
な
け
れ
ば
可
国

民
健
慶
保
険
(
国
保
)
で
治
療
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、

治
療
費
は
全
額
ま
た
は
一
部
、
加
害

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
保
は
加
害
者
に
代
わ

っ
て
、
負
担
し
た
費
用
を
加
害
者
に

請
求
し
、
返
し
て
も
ら
う
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
国
保
で
治
療
を
受

け
る
と
き
に
は
、
「
第
三
者
行
為
に

よ
る
被
害
届
」
に
事
故
証
明
書
を
添

付
し
て
、
な
る
べ
く
早
く
保
険
年
金

課
保
険
係
の
窓
口
ヘ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
加
害
者
と
示
談
す
る
と
き
は
、
そ

の
前
に
必
ず
保
険
係
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
国
保

が
加
害
者
に
医
療
費
の
請
求
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

示
談
は
一慎
重
に
、
国
保
と
相
談
し

な
が
ら
進
め
る
べ
き
で
す
。

今
月
は
、

9
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課
保

険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

山田ケサさん102歳

山
田
ケ
サ
さ
ん
に
花
束
を
贈
る

甲
斐
田
市
長
(
叩
/
叩
・
慈
恵
荘
)

山田ケサさん(東大村 2丁目・明治27年生まれ)

が10月19日、 102歳を迎えられ、甲斐田市長は、入

所先の慈恵荘を訪れ、花束を贈り長寿を祝いました。

山田さんは、車いすではありますが、年齢を感、じ

させないほど元気で過ごされています。また信仰心

が厚く、朝夕のおまいりをかかさないそうです。

甲斐田市長が 「お元気ですね」と声をかけると、

にっこりされていました。
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長

寿

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

大道寺タマさん101歳

大
道
寺
タ
マ
さ
ん
に
花
束
を
贈
る

甲
斐
田
市
長

(什
/
1
・
自
宅
)

大道寺タマさん(東三城町-明治28年生まれ)が

11月1日で101歳を迎えられ、甲斐田市長は同日、

自宅を訪問し、花束を贈りました。

大道寺さんは、長男夫婦と同居。日常はベッドや

ソフ ァーで過ごされています。食事は柔らかいもの

なら食べられるそうです。

甲斐田市長は 「お元気で長生きしてくださpJと、
長寿を祝いました。



ツ
ベ
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
予
防
接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
生
後
3
か
月
か
ら
必

か
月
未
満
の
者
で
、
今
ま
で
に

B
C
G接

種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
乳
幼
児

料

金

無

料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児

・
熱
の
あ
る
乳
幼
児
・
急
性
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
乳
幼
児
・
ま
ん
延
性
の
皮
膚
疾

患
の
あ
る
乳
幼
児
・
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン

を
使
用
し
て
い
る
乳
幼
児
・
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
に
お
い
て
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
が
水
ほ
う
、
懐
死
な
ど
の
非
常
に
強

い
反
応
を
示
し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児
・

生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種
後
4

週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(三
種
混
合
な

ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て
い
な
い

乳
幼
児

ツ一反検査・ BCG予防接種目程

接種会場|ッー反検査IBCG接種
布役所第8・9会議室 1 _ . 1 

112月3日WJ112月5日(*J萱瀬出張所 1~-H ~ ~ V ~ 1 

西大村コミセン

三 浦出張所 112月4日制 1 12月6日制

鈴田出張所

竹 松出張所
112月10日山 112月12日(木)

福重 出 張所 I ~- ' ~~ ~ _ V ' I

中地区公民館
112月11日制 112月13日(鉛松原出張所 1~-H~~~ V '" 1 

※時間はいずれも午後2時-3時まで、
母子健康手帳をご持参ください。

原
爆
被
爆
者
二
世
の
皆
さ
ん

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

対
象
者

①
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
こ
と

②
昭
和
泊
年
6
月
4
日
以
降
に
出
生
し
た

人
で
あ
る
こ
と
(
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
広

島
被
爆
の
場
合
、
昭
和
泊
年
6
月
1
日
以

降
に
出
生
し
た
人
で
あ
る
こ
と
。)

申
込
方
法
受
診
申
込
書
(
保
健
所
と
福

祉
課
に
備
え
付
け
)
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
健
所
ま
た
は
市
福
祉
課
へ
申
し
込

平成8年12月号広報おおむら

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
ロ
月
2
日
開
j
平
成
9
年
1

月
担
日
働。

受
診
方
法
申
し
込
み
の
と
き
、
「
受
診

票
」
と

一
緒
に
、

「
一
覧
表
」
を
お
渡
し

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

祉
課

大
村
保
健
所
ま
た
は
市
福

H
l
V
検
査
受
診

昭
和
日
年
か
ら
臼
年
ま
で
流
通
し
て
い

た
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
に
は
、

H

I
V
(
エ
イ
ズ
を
ひ
き
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
)

が
混
入
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

左
記
の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
医
療
機
関
ま
た
は
保
健
所
で
、

H
I
V
抗
体
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

時

期

昭

和

田

年

j
臼
年

非
加
熱
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
可
能
性
の
あ

る
疾
病
0

新
生
児
出
血
症
(
新
生
児
メ
レ
ナ
、

ビ
タ
ミ
ン

K
欠
乏
症
等
)
な
ど
の
病
気

で

「血
が
と
ま
り
に
く
い
」
と
の
指
摘

を
受
け
た
人

0

肝
硬
変
や
劇
症
肝
炎
で
入
院
し
、
出

血
の
著
し
か

っ
た
人

o
食
道
静
脈
癌
の
破
裂
、
消
化
器
系
疾

患
で
大
量
の
吐
下
血
の
あ
っ
た
人

0

大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を
受

け
た
人
(
出
産
時
の
大
量
出
血
も
含
み

ま
す
)

《
ロ
月
1
日
は
世
界
工
イ
ズ
デ
l
で
す
》

ホリデイ保育 I
日曜日・祝日などに、冠婚葬祭

への出席、または、就労など家庭

で保育ができない状況にある就学

前の児童(離乳が完了前の児童を

除きます)を保育するものです。

新城保育園0実施保育園

O実施日

婦
人
が
ん
(
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
)
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
者
初
歳
以
上
の
女
性

受
診
料
子
宮
頚
が
ん

1
、
0
0
0円

子
宮
頚
が
ん
と
体
が
ん

1
、
7
0
0円

乳
が
ん

4
0
0円

(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
者
、
利
用
券
提
出
者
は
無

料
で
す
。)

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

実
施
医
療
機
関

7 レスクtj 4 
長野病院

Z 
@ @ @ @ @ @ 

2 3 O l 8 
O 5 2 l O 5 
O 5 3 5 3 O 

ご
存
じ
で
す
か骨
髄
バ
ン
ク
!

。
骨
髄
は
血
液
を
作
る
工
場
で
す
。
骨
の

中
空
部
に
ゼ
リ
l
状
の
骨
髄
液
が
つ
ま
勺

1日・ 15日.22日.23日

0時間午前8時30分~午後5時

O保育料 1日 1，5∞円

0申し込み・問い合わせ

新城保育園 (ft⑫41 5 2) 

5日・ 12日.15日.19日

29日

26日

12月

1月

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
血
液
の
も
と
に
な

る
細
胞
が
入
っ
て
い
ま
す
。

。
骨
髄
に
異
状
が
お
き
る
と
血
液
の
病
気

に
な
り
ま
す
。

-
機
能
低
下
・
・
・
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど

・
が
ん
化
・
:
白
血
病
な
ど

骨
髄
移
植
は
、
こ
う
し
た
病
気
を
治
す
治

療
法
で
す

骨
髄
。
ハ
ン
ク
受
付
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

-
島
原
保
健
所
島
原
市
西
八
幡
町
8
5

0
91
2

毎
週
火
曜
日
午
前
9
時
j
正

午
受
付
包

0
9
5
7⑫
3
2
8
7

・

松
浦
保
健
所
松
浦
市
志
佐
町
浦
免
1
4

9
2

毎
週
月
曜
日
午
前
9
時
j
正
午
受

付

8
0
9
5
6
⑫
0
1
2
1

※
登
録

は
、
市
健
康
増
進
課
と
大
村
保
健
所
の
備

え
つ
け
の
は
が
き
で
も
で
き
ま
す
。
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歳未定すけあい運動
唱2月 18~25目

募金は、生活困窮者や長期入院患者への見舞金など

に利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

お願い 募金は12月6日後)までに社会福祉協議会また

は各出張所へお届けくださt¥0 



みんなの
健康

「
脳
卒
中
」

大
村
市
医
師
会
そ
ん
こ

岡

孫

呉

脳
の
血
管
の
異
常
で
突
然
倒
れ
る
の

が
脳
卒
中
。
主
な
も
の
は
「
脳
出
血
」

「
や
け
ど
を
き
れ
い
に
治
す
」

大
村
市
医
師
会

貞
松
俊
弘

寒
く
な
る
と
、
暖
房
器
具
の
使
用
や

鍋
料
理
を
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
や
け
ど
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き

と

「脳
梗
塞
(
の
う
こ
う
そ
く
)
」
で

す
。
脳
内
の
細
い
血
管
が
圧
力
に
耐
え

き
れ
な
く
な
っ
て
、
そ
の
壁
が
破
れ
て

起
こ
る
の
が

「高
血
圧
性
脳
出
血
」
で

脳
の
血
管
が
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
詰
ま

る
病
気
が
「
脳
梗
塞
」
で
す
。
脳
卒
中

の
原
因
と
な
る
も
の
を
脳
卒
中
の
「
危

険
因
子
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
主
な
も

の
は
高
血
圧
、
食
塩
の
と
り
す
ぎ
、
肥

満
、
糖
尿
病
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
な
ど
で
す
。
こ
れ
が
多
い
人
ほ
ど
脳

卒
中
に
な
る
危
険
性
も
高
く
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
れ
ば
、
脳
卒
中
は

か
な
り
予
防
で
き
る
の
で
危
険
因
子
を

ま
す
。
昔
か
ら
や
け
ど
の
民
間
治
療
と

し
て
ア
ロ
エ
を
貼
る
、
昧
噌
を
塗
る
な

ど
の
治
療
法
が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ

ん
の
中
に
は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な
民
間

治
療
を
し
て
み
た
が
な
か
な
か
治
ら
な

い
か
ら
病
院
に
来
ら
れ
る
方
も
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
や
け
ど
は
治
る
ま

で
の
期
間
が
重
要
で
早
く
治
れ
ば
治
る

ほ
ど
、
き
ず
あ
と
も
残
り
に
く
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
関
節
に
あ
る
や
け
沼
山

関
節
の
動
き
が
悪
く
な
る
原
因
(
拘
縮
)

と
な
り
ま
す
。

や
け
ど
は
医
学
用
語
で
は
熱
傷
と
言

い
ま
す
。
そ
し
て
熱
傷
創
の
深
さ
に
よ

っ
て
浅
い
も
の
か
ら
1
度、

2
度、

3

度
と

3
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
。
皮
膚

が
赤
く
な
り
ひ
り
ひ
り
す
る
も
の
を
1

し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
脳
卒
中
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
次
の
事
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
第

一
に
は
急
に
血
圧
が
上
が
る
の
を

避
け
る
こ
と
で
す
。
冬
の
寒
い
と
き
、

暖
か
い
布
団
の
中
か
ら
冷
た
い
ト
イ
レ

に
行
っ
た
り
、
朝
早
い
外
出
な
ど
で
急

に
寒
い
目
に
会
う
と
血
圧
が
上
が
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り
、

体
が
疲
労
し
て
い
る
と
き
も
要
注
意
で

す
。
ひ
ど
く
緊
張
し
た
り
興
奮
し
た
り

す
る
の
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧

の
治
療
を
中
断
す
る
と
血
圧
が
急
に
上

が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

度
熱
傷
、
水
泡
膜
が
で
き
る
も
の
が
2

度
熱
傷
と
い
い
、
こ
の

2
度
熱
傷
は
浅

い
も
の
と
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
痛
み
も
な
く
、
皮
膚
が
白
く
な
る

深
い
も
の
を
3
度
と
言
い
ま
す
。
乙
め

3
度
は
熱
傷
創
が
広
い
も
の
で
は
植
皮

と
い
う
手
術
を
し
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ

ん
し
、
小
さ
い
も
の
で
も
き
ず
あ
と

は
ん
こ
ん

(
痕
痕
)
に
な
り
、
ま
た
関
節
の
拘
縮

を
き
た
し
ま
す
。
や
け
ど
で
問
題
と
な

る
の
は
浅
い
熱
傷
創
で
も
早
期
に
適
切

な
治
療
、
安
静
が
な
さ
れ
な
い
と
深
く

な
り
3
度
に
な
る
と
い
う
点
で
す
。
ま

た
熱
傷
の
深
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
熱
傷

面
積
が
広
い
と
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ

と
か
ら
危
険
で
す
。

こ
の
よ
う
に
や
け
ど
は
そ
の
や
け
ど

第
二
に
血
液
中
の
水
分
が
不
足
す
る

と
血
液
が
固
ま
っ
て
血
管
が
つ
ま
り
易

く
な
り
ま
す
(
脳
梗
塞
)
。
例
え
ば
、

吐
い
た
り
下
痢
し
た
り
し
た
と
き
、
あ

る
い
は
サ
ウ
ナ
や
長
風
呂
な
ど
で
体
の

水
分
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
老

人
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

脳
梗
塞
は
脳
出
血
と
は
逆
に
血
圧
が

過
度
に
下
が
っ
た
と
き
に
起
こ
り
易
く

な
り
ま
す
。
血
圧
が
下
が
る
睡
眠
時
に

脳
梗
塞
の
発
作
を
起
こ
す
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
高
血
圧
の
治
療
中
は
定
期

的
に
血
圧
を
計
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

の
傷
の
浅
い
も
の
、
深
い
も
の
、
や
け

ど
の
面
積
が
狭
い
も
の
、
広
い
も
の
、

や
け
ど
を
お
こ
し
た
部
位
(
顔
面
・

子
・
陰
部
な
ど
)
に
よ
っ
て
も
治
療
法

が
違
い
ま
す
。

や
け
ど
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
水

道
の
水
や
氷
水
で
充
分
冷
や
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
は
熱
傷
創
を
こ
す
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
小

児
や
老
人
の
場
合
は
、
冷
や
す
こ
と
に

よ
る
体
温
の
低
下
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
専
門

医
に
か
か
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

や
け
ど
は
一
日
で
も
早
く
、
な
る
べ

く
き
れ
い
に
治
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

三
種
混
合
(
一
日
リ
ア
)

麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
実
施
中

-14-

お
子
さ
ま
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

「健
康
の

し
お
り
と
国
民
健
康
保
険
』
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

「さくら荘」

年忘れ演芸大会

健康テレフォンサービス
包0958-26-5511

12月13日(金)、午前10時~

福祉センタ-2階集会室

皆さんのご来場をお待ちしてい

ます。

時

所

日

場

月 骨髄移植

12 火 大動脈癌の手術

の月 水 子どものアレルギーと漢方薬

ア 木 鼻づまりの原因

ノ立へZ 歯槽膿漏の外科的処置マ
土日 早漏と遅漏



新
年
慶
祝
交
歓
会

(
旧
名
刺
交
換
会
)

平
成
9
年
新
年
慶
祝
交
歓
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
H

平
成

9
年
1

月

6
日
側
、
午
後

5
時

初

分

会

場
H
パ
l
ク
ベ
ル
ズ
会
費
H
1
人

2
、
5
0
0
円

申

し

込

み
H
秘
書

広
報
課
ま
で
、
会
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
H

ロ
月
5
日
制

電
話
加
入
権
を
公
売

平成8年12月号

市
税
の
滞
納
で
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
H

ロ
月
四
日
刷
、
午
後
1
時
加

分

場

所

l
市
役
所
公
売
方
法
1

一
般
競
争
入
札
公
売
台
数
H
若
干

代
金
納
付
期
限
H

即
納
持
参
す
る

も
の
リ
印
か
ん
、
代
理
人
の
場
合
は

委
任
状
問
い
合
わ
せ

l
税
務
課

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。
ま
た
、
公
売
開
始
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売

を
中
止
し
ま
す
。

広報おおむら

農
家
の
皆
さ
ん
へ

平
成

8
年
中
の
田
畑
作
付

面
積
な
ど
の
あ
た
ず
ね

こ
の
お
た
ず
ね
は
、
平
成
8
年
分

の
市
内
の
作
付
動
向
お
よ
び
各
農
家

の
人
が
農
業
所
得
算
定
に
所
得
標
準

を
選
択
さ
れ
る
場
合
の
基
礎
資
料
に

な
る
も
の
で
す
の
で
、
正
確
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

家
畜
・
家
き
ん
・
養
蜂
・
養
蚕
・
花

き
に
つ
い
て
は
収
支
計
算
と
な
り
ま

す
の
で
記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

受
付
日
お
よ
び
場
所
(
出
張

所
)
H
・
ロ
月

5
日
制

・
三
浦
・

ロ
月
6
日
也

・
西
大
村
、
福
重
・

ロ
月
刊
日

ω・
鈴
田
、
松
原
・
ロ

月
日
日
制

・
竹
松
、
萱
瀬
受
付
時

間
H
午
前
8
時
初
分
l
午
後
4
時

ω

分
提
出
期
限
リ
ロ
月
初
日
制

提

出
先
H

税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
U
税
務
課

市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

な
ど
)
の
休
日
納
税
相
談
お
よ
び
収

納
事
務
を
行
い
ま
す
。

日
時
H

ロ

月
日
日
間
、
午
前
9
時
j
午
後
5
時

※
こ
の
日
は
、
県
税
の
納
税
相
談
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

場
所
お
よ

び
問
い
合
わ
せ
U
税
務
課

大
村
競
艇
場
開
催
時

臨
時
従
事
員
採
用
試
験

職
種
お
よ
び
採
用
人
員
H

①
一

般
業

務
、
(
舟
券
発
売
お
よ
び
払
い
戻
し

業
務
な
ど
)
数
十
人
程
度

②
美
化

業
務
、
若
干
名
受
験
資
格
日
昭
和

白
年
4
月
2
日
1
日
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、
市
内
に
居

住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
採
用
後
市

内
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
人
申
込

期
限
H

ロ
月
幻
日
⑥

第
一
次
試

験
l
平
成

9
年
1
月
お
日
間

応
募

方
法
H
所
定
の
申
込
用
紙
(
競
艇
事

業
部
、
市
役
所
、
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
)
に
記
入
の
う
え
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H

競
艇
事

業
部
(
岱
⑭
4
1
1
1
)

-耳なし芳一

・三T寝案郎
・月見の枝

・ひょうたん長者

12月14日
(土) I 

・慶十公園林

・こぎつねのおくりもの

水
道
管
の
漏
水
調
査

市
内
全
域
に
お
い
て
水
道
管
の
漏

水
調
査
を
し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

期
限
リ
平
成
9
年
3
月
日
日

ま
で
問
い
合
わ
せ
日
水
道
部
(
宮

⑬
1
1
1
4
)
 

mw
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
H

ロ
月
四
日
側
、
午
後
7
時
1

9
時

場

所

H
市
民
会
館
内
容
H

第
1
部
・
:
軽
音
楽
(
海
上
自
衛
隊

佐
世
保
音
楽
隊
)
第
2
部
・
:
コ

l
ラ

14:00-15:00 

(アニメ12分)

(アニメ12分)

(アニメ12分)

(アニメ12分)

西大村コミセン

10:00-11 :00 中地区公民館

ス
な
ど
(
大
村
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
ほ

か
)
第
3
部
:
・
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

(
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
)

主
催
H
海
上
自
衛
隊
第
幻
航
空
群

協
賛
リ
大
村
・
東
彼
防
衛
協
会
問

い
合
わ
せ
H
大
村
航
空
基
地
広
報
室

(岱
②
3
1
3
1
)

大
村
子
ど
も
劇
場
例
会

「

7
7
ど
も
の
ム
ク
ノ
ク」

日
時
H

ロ
月
刊
μ
日
側
、
午
後
6
時
初

分
1
9時
日

分

会

場
H
市
民
会
館

入
場
料
H
会
員
制
、
当
日
会
費
で
ま

か
な
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
で
も

入
会
で
き
ま
す
。

主
催
・
問
い
合

わ
せ
H
大
村
子
ど
も
劇
場
(
岱
⑬
7

0
6
3
)
 

(アニメ18分)

(アニメ30分)
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中
央
・
な
か
ち
<
公
民
館

後
期
特
別
講
座

①
小
倉
百
人
一
首

子
ど
も
か
る
た
教
室

期
日
H
ロ
月

M
日

ω・
お
日
制

・
mm

日
側
・
幻
日
働
・
1
月
6
日
側
、
午

後
2
時
j
4
時
場
所
H
中
央
公
民

館

対
象
H
小
学
1
年
l
中
学
3
年

生

定
員
H
m
人
内
容
U

小
倉
百

人
一
首
の
並
べ
方
、
取
り
方
、
遊
び

方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
(
資
料
代

1
0
0
円
、
1
月
6
日
は
新
春
か
る

た
大
会
)

②
ク
リ
ス
マ
ス
お
り
が
み
教
室

期
日
H
U
月
紅
白
也
、
午
後
2
時
j

みミリ/ワリマミのっと。

12月 21 日(土)、午後 6 時30分~8 時

受付開始は午後6時
市民体育館

プレゼント代 1人500円(大人、 子ども共通)

前もって入場券をお求めくださ p。

(中地区公民館・市コミセンにあります。)

定員先着350人

問い合わせ 中地区公民館 (fi⑬13 7 6) 

時

所

費

法

円
H
H
4
b
'
h

合
H
H

『
人
-

場

参

前

日

4
時

場
所
H
中
地
区
公
民
館

対

象

H
親
子
ま
た
は
小
学
生
以
上

定

員

H

m

人

内

容

H
お
り
が
み
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

(
教
材
費
3
5
0
円
)

①
②
の
申
込
期
限
日
ロ
月
9
日
刊

受
講
料
H
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
方
法
H
往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
(
学
校
名
・
学

年
)
・
性
別

・
電
話
番
号

・
希
望
す

る
講
座
名
を
1
葉
に
1
講
座
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
H
①
中
央
公
民
館
(本

町

4

1
3
1
2
宮
@
3
1
6
1
)
②
中
地

区
公
民
館
(
松
並
1
丁
目
2
4
6
1

5
岱
⑬
1
3
7
6
)

図書館
NFORMATI 

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子

補
給
金
の
申
請
を

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進

を
図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融

資
を
利
用
し
て
個
人
住
宅
を
取
得
し

た
人
に
対
し
て
、
利
子
補
給
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

@
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0
0
万
円
以
上
)
を
受
け
、
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の

新
築
(
居
住
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅

の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築
を

行
っ
た
人
。

@
住
宅
建
設
資
金
の

最
初
の
償
還
月
が
、
平
成
8
年
4
月

栗林慧氏講演会
昆虫写真家として第一線でご活躍の栗林慧(くり
ばやしさとし)さんを迎えて、普段、知ることので
きない昆虫の世界について、スライドなどを交えな
がらお話していただきます。
どうぞお誘い合わせのうえご参加ください。

演題 「すばらしい昆虫の世界J
日時 12月14日(土)、 午後2時一 4時
会場市立図書館
入場料無料

新着図書のご案内
雷雨に追い立てられ飛び込んだ
軒下で、東吾が漏れ聞いた女の嬬
戸が事件の幕開けだった。殺され
た商家の女主人が通いつめた清姫
稲荷の祈祷師の正体は?表題作な
ど全8編収録。『御宿かわせみjシ
リーズ第四巻。

1
日
か
ら
平
成
9
年
3
月
況
日
ま
で

に
該
当
す
る
人
。

利
子
補
給
金

額

H
年
間

一
律
4
0
、
0
0
0
円

(
1
か
年
限
り
)
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
H
商
工
課

フ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

日
時
H
平
成
9
年
1
月
7
日
仰
j

2

月
U
日
働

初
日
間
(
第
2
・
第
4

土
曜
日
、
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
)

午
前
叩
時
j
午
後
1
時
加
分

場

所
H
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校
諌
早

校
科
目
H
ワ
ー
プ
ロ
4
級
(
日
商

検
定
4
級
受
験
)

定
員
H
犯
人

資
格
H
@
受
講
後
、
再
就
職
を
希
望

す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を
し
て
い

る
人
@
ワ
ー
プ
ロ
の
初
心
者
で
、

清
姫

てJiお

告1
枝之
著 同組一-

〈一 般 書 〉 あなたの気持ち(堀田あけみ著)/伊勢奉
行Jl人衆(佐江衆ー著)/海賊丸漂着異聞(満坂太郎著)/女薬

剤師(イングリート・ノル著)/風のように・嘘さまざま(渡辺

淳一著)/クレオパ トラ上・下(宮尾登美子著)/支配者を支配

せよ(カレル ，ヴァン ・ウ ォルフレン著)/心臓を貫かれて(マ

イケル・ギルモア著)/テロリストよ眠れ(レグ・ギャドニー

著)/29義[トゥエンティ・ナイン](藤堂志津子著)/猫の紳士

の物語{メイ 'サ一トン著)/花渦(高樹のぶ子著)/元就、そ

して女たち(永井路子著)/薬害エイズ奪われた未来(毎日新聞

社会部著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意していますσ

どうぞ、ご利用くださL、

全
日
程
出
席
可
能
な
人
受
講
料
U

無
料
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)
受

付
期
間
H
ロ
月
2
日
間
か
ら
定
員
に

達
す
る
ま
で

問
い
合
わ
せ
リ
長
崎

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
(
8
0

9

5

8
⑬
9
0
3
0
)
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排
水
設
備
技
術
者

技
能
者
試
験

試
験
日
程
H
平
成
9
年
2
月
日
日
制

場
所
リ
浄
水
管
理
セ
ン
タ

ー

資

格
H
@
排
水
設
備
技
術
者
・
高
等
学

校
(
旧
制
中
学
校
を
含
み
ま
す
)
卒

業
以
上
の
学
力
を
有
し
下
水
道
ま
た

は
衛
生
工
事
の
設
計
施
工
に
関
し
3

年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
人
・
前
号

に
規
定
す
る
設
計
に
関
し
7
年
以
上

従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
人
@
排

水
設
備
技
能
者
・

上
下
水
道
ま
た

は
、
衛
生
設
備
工
事
に
2
年
以
上
従

事
し
た
経
験
を
有
す
る
人

@
そ
の

ほ
か
市
長
が
特
に
資
格
が
あ
る
と
認

め
た
人
申
込
期
限
H
平
成
9
年
1

月
紅
白
閃

申
込
書
請
求
先
H
大
村

市
排
水
設
備
協
会
(
〒
鰯
東
三
一
城
町

お
宮
⑪
3
1
6
8
)

問
い
合
わ

せ

H
下
水
道
建
設
課

市立図書館(宮⑫2457)

安全)ド農道山 円同大村「

運軍努Lめ事浬nが (大手方 Lド-lh ‘' 

で村両 全線通開Jヲ長， 目
きレを

てすまイ縦

だく ボン断す

さ lる
い ロ広
l域

問し1合わせ



平
成

9
年

「
新
生
活
門
松
力

ー
ド
」
の
頒
布
受
付
中

長
崎
県
新
生
活
運
動
協
議
会
で
は

「
心
豊
か
で
、
潤
い
の
あ
る
地
域
社

会
前
つ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
県
民

一
人

ひ
と
り
の
皆
さ
ん
に
「
く
ら
し
の
簡

素
化
」
や
「
省
資
源

・
ご
み
の
減
量

化
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意

識
を
、
よ
り

一
層
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
「
門
松
カ

l
ド
頒
布
」
の
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

金
額
H
1
組

(
2
枚

)

必

円

期

限
H

ロ
月
時
日

制

場
所
H

各
出
張
所
お
よ
び
商
工

課

問
い
合
わ
せ
H
商
工
課

i
J

本

陸
一見

3

・

剖

v
k
'

甜

…

一

抱
一
カ

制一

松

E
一
司
上

{

同

V
1

銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

平成8年12月号

日
時
H

ロ
月
9
日
側
、
午
後
1
時
i

3
時

場
所
U

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎

(
長
崎
市
)
持
参
す
る
も
の
H

①

当
該
銃
砲
万
剣
類

②
万
剣
類
発
見

届
出
済
証

③
申
請
者
本
人
の
印
か

ん

④
登
録
手
数
料

・
登
録
証
交

付
手
数
料
1
件
5
、
9
0
0
円

・

登
録
証
再
交
付
手
数
料
1
件

3
、
0

0
0
円

問

い

合

わ

せ

H

県
文
化

課
、
大
村
警
察
署
お
よ
び
派
出
所
、

市
文
化
課

広報おおむら

第

9
回

大
村
市
予
ど
也
美
術
展
作
ロ
田

部
門
お
よ
び
作
品
規
定
H
①
絵
画
の

部
(
ポ
ス
タ
ー
は
除
き
版
画
を
含
み

ま
す
)
・
用
具
:
・
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ

パ
ス
、
水
彩

・
サ
イ
ズ
・
:
画
用
紙

サ
イ
ズ
で

8
つ
切
り
ま
た
は

4
つ
切

り

②
書
の
部
半
紙
と
し
ま
す

課
題
H

①
絵
画
の
部
は
自
由
課
題

②
書

の

部

小

1
:
・
ゆ
め
、
小
2
:
・

土
手
、
小
3
:
・社
会
、
小
4
・:
成
功
、

小
5
・
:
時
代
、
小
6
:
・
栄
光
、
中
1

・
:
開
発
、
中
2
・
:
推
進
、
中
3
:
・飛

躍
(
中
3
の
み
階
書
ま
た
は
行
書
で

も
可
)
資
格
日
市
内
に
住
ん
で
い

る
小
学
1
年
生
j
中
学
3
年
生

規

定
H

出
品
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表

(
校
内
展
は
出
品
可
)
の
も
の
で
各

部
門
l
人
l
点
と
し
ま
す
。
作
品
に

は
、
学
校
(
団
体
名
)
、
学
年
、
氏

名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作

品
を
搬
入
す
る
場
合
は
、
必
ず
申
し

込
み
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入
リ
1
月
日
日
制
j

m
日

開
ま
で
に
市
コ
ミ
セ
ン
ヘ
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

表
彰
H

市
長
賞
、
市

議
会
議
長
賞
、
教
育
長
賞
を
は
じ
め
、

優
秀
、
優
良
、
佳
作
の
各
賞
を
贈
り

ま
す
。

作
品
展
示
期
間
H
2
月
日

日
ω
i
M
日
刊

※
入
賞
作
品
を
市

コ
ミ
セ
ン
に
展
示
し
ま
す
。

問
い

合
わ
せ
H

市
子
ど
も
美
術
展
事
務
局

(
市
コ
ミ
セ
ン
内
企
@
3
1
6
1
)

平
成

9
年
度

市
立
幼
稚
園

園
児
の
追
加
ほ
し
ゅ
う

対
象
H

平
成
3
年
4
月
2
日
i
平
成

4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
※

三
浦
幼
稚
園
は
、
平
成
4
年
4
月
2

日
j
平
成
5
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の

幼
児
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募

集
期
間

u
ロ
月
2
日
間

l
凶
日
附

申
込
方
法
H

各
幼
稚
園
に
あ
る
願
書

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い

合
わ
せ
H

各
幼
稚
園
ま
た
は
、
教
育

委
員
会
庶
務
課

幼稚園名 電話

二 浦 ⑬1550 

鈴田 ⑬1551 

大村 @2549 

ニ 城 ⑬6050 

西大村 ⑫4502 

中央 ②4228 

竹松 @8301 

福 重 @8741 

松 原 ③8721 

放虎原 @3564 

ま
ち
づ
く
り
標
語

テ
ー
マ
日
魅
力
あ
る
ま
ち
w

つ
く
り
を

す
す
め
、
愛
着
と
誇
り
の
も
て
る
わ

が
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
合

言
葉

応
募
方
法
H

は
が
き
1
枚
に

つ
き

1
点
と
し
ま
す
。

(
1
人
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
)
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

(
ま
た
は
学
校
名

・
学
年
)
応
募
部

門

・
作
品
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
l
u
月
白
日
(
当
日
消
印

有
効
)
送
り
先
H

干
脱
東
京
都
千

代
田
区
紀
尾
井
町

3
i
辺

倒
都
市

計
画
協
会
内
ま
ち
w

つ
く
り
月
間
実

行
委
員
会
標
語
募
集
係
(
包

0
3
1

3
2
6
2
1
3
4
9
1
)
 

英
会
話
(
中
級
)
ム
一
品
目
員

日
時
U

毎
週
水
曜
日
(
月

4
回)、

午
後
7
時

1
8時
日
分

資
格
日
市

内
に
勤
務
お
よ
び
居
住
す
る
勤
労
青

少
年
(
日
歳
j
鈎

歳

未

満

)

会

費
H

月
額
4
、
0
0
0
円
(
自
主
サ

ー
ク
ル
)
場
所
・
問
い
合
わ
せ
H

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
開
館
時
間

午
後
1
時
i
9
時
)
(
岱
(⑪
1
3
5

3
)
 

フ
ラ
ワ
ー
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座
受
講
生

日
時
日
ロ
月
初
日
制

・
幻
日
也
、
午

後
7
時
j
8
時
必
分

定
員

u
m入

場
所
H

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

資

格
H

市
内
に
勤
務
お
よ
び
居
住
す
る

勤
労
青
少
年
(
日
歳
j
却
歳
未
満
)

内
容
リ
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
に
向

け
て
の
お
し
ゃ
れ
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
を
つ
く
り
ま
す
受
講
料
H

無
料

(
材
料
代

l
回
2
、
0
0
0
円
)

申
込
期
限
H

ロ
月
日
日
刊

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
リ
材
料
代
を
添
え

て
、
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
ヘ
(
開
館

時

間

午

後

1
時

1
9
時
)
(
合
⑬

1
3
5
3
)
 

1市
営
住
宅
入
居
者

申
込
期
限
H

ロ
月
日
日
例

抽
選

日
H

ロ
月
初
日
也
、
午
前
日
時
加
分

入
居
日

H

1
月

1
日
制

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
H
建
築
課

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額 ・円)

池 田 l 3DK 1 5， 5 0 0 

久原第2 1 3DK 23.800 
l種
原 口 3DK 27，200 

松並第 l 3DK 30，000 

池 田 2 K 7， 8 0 0 

2種
久原第2 3DK 15，500 

原 口 3DK 20，500 

古 賀 島 3DK 25，500 

県
営
住
宅
入
居
者

一一

募
集
住
宅
案
内
書
配
布
H

ロ
月
叩
日

ω
l
申
込
期
間
H

ロ
月
口
日
例
j

m日
制

抽
選
日
H

ロ
月
お
日
側

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

県
住
宅

供
給
公
社
大
村
事
務
所
(
岱
②

6
8

2
5
)
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消
防
切
年
記
念
論
文

テ
ー
マ
H

「
幻
世
紀
の
消
防
」

|
消

防

の

新

た

な

る

展

開

応

募

規

格
H
論
文
(
点
字
を
含
み
ま
す
)
ま

た
は
、
映
像
(
ビ
デ
オ
、
漫
画
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
)
応
募
締
切
H
平
成

9
年

1
月
日
日
働

応
募
先
・
問
い

合
わ
せ
U

〒
郎
東
京
都
港
区
虎
ノ
門

2
丁
目

2
番

1
号

自

治

省

消

防

庁

総
務
課
内
自
治
体
消
防
関
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
(
包
0

3
1
5
5
7

4
1
0
1
2
1
)
 

第

1
回

新
春
大
村
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
時
H
平
成

9
年

1
月

5
日
目
、
午

前

9
時
開
館

場
所
日
市
民
体
育
館

種
目
リ

〈
シ
ン
グ
ル
ス
〉
中
学
男
女
、

一
般
男
女
、
壮
年
男
子
(
お
歳
以
上
)
、

壮
年
女
子
(
初
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ

ン
男
子
(
印
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ
ン

女
子
(
的
歳
以
上
)
、
オ
ー
ル
ド
ベ

テ
ラ
ン
(
男
子

ω歳
以
上
、
女
子
日

歳
以
上
)

申
込
期
限

H
U月
日
日

@

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
市

卓
球
協
会
(
合
⑪
4
1
1
1
内
線

1

4
4
中
嶋
)

「
県
央
力
ツ
プ
」
争
奪
小
学
生

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
成
績

第

6
回

「県
央
カ

ッ
プ
」

争
奪
小

学
生
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
日
月
訂

日
、
市
内
の
各
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
成
績
(
大
村
市
関
係
の
み
)
は

次
の
通
り
で
す
。
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(
男
子
の
部
)
U
1位
鈴
田
ク
ラ
ブ
、

2
位
福
重
ク
ラ
ブ
、

3
位
萱
瀬
ク
ラ

ブ

O
軟
式
野
球

H
1
位
旭
ク
ラ
ブ

O
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日

(男

子
の
部
)
2位
富
の
原
小
、

3
位
中

央
小
(
女
子
の
部

)

3
位
大
村
小

O
サ
ッ
カ
ー

1
3
位
放
虎
原
サ
ッ
カ

ー
少

年

団

。

剣
道

H
2
位
天
真
道

場

。

柔
道

H
{
5
年
生
軽
量
級
}

1
位
山
本
謙
太
郎
(
大
村
柔
道
)
、

3
位
立
石
昌
也
(
大
村
柔
道

)
{6

年
生
重
量
級

}
2
位
吉
田
知
寛
(
大

村
柔
道
)

ご
寄
付

1

4
1
J

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
津
谷
ヒ
デ
子
(
西
本
町
)
初
万
円

V
野
口
力
江
(
諏
訪
1
丁
目
)
却
万
円

V
松
尾
芳
子
(
古
賀
島
町
)

叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
上
谷
洋
子
(
森
園
町
)
日
万
円

V
佐
藤
博
昭
(
東
三
城
町
)
叩
万
円

V
吉
村
タ
マ
子
(
池
田
1
丁
目
)

5
万

円V
井
上
幸
次
郎
(
大
川
田
町
)
叩
万
円

V
橋
本
ハ
ギ
ノ
(
武
部
町
)
金

一
封

V
向
井
秀
俊
(
古
町
2
丁
目
)
日
万
円

V
中
嶋
秋
雄
(
玖
島
2
丁
目
)
日
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
内
田
シ
ズ
ヱ
(
草
場
町
)

叩
万
円

。

一
般
寄
付

市
立
図
書
館
へ

V
富
永
秀
男
(
武
部
町
)
却
万
円

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
大
村
市
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
H

5
万
円

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ

フ

リ
l
マ
ー
ケ

ッ

ト
実
行
委
員
会
H
四
万
2
、
2
1
6
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
電
気
教
室
終
講
者
の
会

H
3
2
、
3

0

0
円

V
高
島
マ
サ
エ
(
古
賀
島
町
)
オ
ム
ツ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

V
国
民
体
育
秋
季
大
会
出
場
者
一
同
・

国
民
体
育
夏
季
大
会
出
場
者
一
同
日
2

万
円
清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
、
松
尾
謙
、
末

永
辰
夫
、
小
下

一
義
)
理
容
奉
仕

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
お
し
ぼ
り

V
カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
モ
リ
H
散
髪
台

慈
恵
荘
へ

V
川
口
次
彦
(
東
大
村
2
丁
目
)
日
万

円V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
九
州
電
力
術
大
村
営
業
所
H
鉢
物
・

苗
木
V
渡
遁
キ
ヤ
(
植
松
2
丁
目
)
タ
オ
ル

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
車
い

す
磨
き

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

生
H
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
純
心
女
子
短
大
生
H

運
動
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
県
立
大
村
高
等
学
校
生
H
運
動
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

V
辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)

室
指
導

V
松
永
シ
ズ
エ

教
室
指
導

生
花
教

(
松
並
1
丁
目
)
生
花
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泉
の
里
へ

V
尾
上
保
彦
(
須
田
ノ
木
町
)
新
米

V
佐
藤
博
昭
(
東
三
城
町
)
5
万
円

V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
奏
月
会
(
大
正
琴

・
琴
の
海
会
・
五

月
会
)
慰
問

V
永
淵
屋
リ
ま
ん
じ
ゅ
う

V
木
下
智
映
子
(
木
場
2
丁
目
)
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
松
尾
和
子
(
岩
松
町
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ

アV
登
貴
和
木
会
H

奉
仕

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村

1
丁
目
)
童

謡
・
唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
新
城
保
育
園
園
児
ほ
か
H

ミ
ニ
運
動

会
交
流

V
旭
が
丘
小
学
校
合
唱
団
H
演
奏
交
流

ふ
五
ほ
か

V
向
陽
衛
生
看
護
学
生
H

お
話
し
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
僻
村
里
運
輸
U
ジ
ュ

ー
ス

V
偏
竹
松
運
輸
H

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
招

待
・
お
弁
当

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
H
お
し
ぼ
り



広報おおむら 平成8年12月号

鍾麗寵聖書

m
M

月
は
、
固
定
資
産
税
(
4期)、

当番医 乳幼児健康相談 竹松出張所

1日 ⑮ :30-11:00 @灘乳食教室・育児相談・

但)
(小) 出口小児科医院諏訪3丁目色@2252 小児がん(神経芽)の検査セットを渡します
(産・内)長野病院 東二城町宮⑬1123

168 健康よろず棺談 竹松出張所 13: 30-15: 30 
ことば、の教室 市役所第8・9会議室 伺

⑧血圧・コレステロール・貧血・肥満など気に

なる人、介護面の相談(保健婦・看護婦による家
9:30-16:00 (初めての人は、健康増進課

庭訪問・市訪問リハビリ・リハビリ教室・保健
まで電話で申し込んでください) ⑮母子健

福祉サービスについての相談など含みます)など2日 康子帳 ⑧ことばの発達が気になる幼児
⑮健康手帳

開
一般健康相談 市役所健康相談室 幼児教室(お口の健康と食生活)
13 :00-16:00 仔目 市役所第8・9会議室 ⑮ :30-9:45 健@康平成子
⑮血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか ω 6年6月-7月生まれの人 ⑮母子
乳幼児健康相談 松原出張所

帳-問診票・歯ブラシ・タオル・コップ

88 ⑧13:30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査 188 中地区公民館 9:30-13:00 ω セットを渡します 育児相談 妊娠教室(3)

ω ⑮母子健康手帳エフ。ロン
4目 妊娠教室(1) 中地区公民館 13:30-16:00 3歳児健康診査 大村保健所ω ⑮母子健康手帳 テキスト 「母と子のためにj @):15-9:45 13:00-13:30 

⑧平成5年6月生まれ(平成4年12月一 5年

5日 リハビリ教室内畏気の会j福祉センター 5月生まれでまだ受けていない人も受診して
ください)

(禍 13:30-15:30 ⑮ 「ちぎり絵J 言語訓練 19B ⑮母子健康子帳・問診票
。特

68 成人の健康相談 福祉センター 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-12:00 

⑥ 13:00-15:00 ⑧40歳以上 ⑮血圧測定
リハビリ教室「根気の会」 福祉センター

当番医 13:30-15:30 ⑮レクリエーション
8日 (内) 岡内科医院 東三城町宮⑫3000

成人の健康相談 福祉センター(日) (皮・泌)佐(白皮ふ科泌尿器科医院東本町 E⑫4330 
初日 13:30-15:00 @⑪は6日と同じ

ことばの教室 市役所第8・9会議室 盤8 1歳6か月克健康診査 市役所第8・9会議室
98 9:30-16:00 (初めての人は、健康増進課 ⑧13:00-13:30 @⑪は12日と同じ
自 まで電話で申し込んでください) ⑮母子健

康手帳 ⑧ことばの発達が気になる幼児 218 耳とことばの相談 福祉センター
説幼児健康相談写冷ぽ、身酬福長か祉体月セ章児ン測タ定ーー ∞ 13:00-15: 00 0-11 
e(B離:3乳食教身 育児相談、小児 228 当番医

108 
がん(神経芽)の検査セットを渡します)

(日)
(内・呼)ともなが内科クリニック 杭出津2丁目色~5000

⑧13:30-15:00⑧10か月児以上 (整) 松永整形外科医院西大村本町宮⑬5864ω (歯科衛生士による歯科指導・育児相談・お
23日 当番l2S:ゃっ・食事・遊びについて)

子供用の歯ブラシまたはガーゼ(現在使用中のも
伺・初 (内・小)松井医院 久原2丁目 E⑬6624

の)があれば持参ください (皮・泌)黒木医院 西大村本町宮~0211

11日 妊娠教室(2) 中地区公民館 13 :30-16:00 26日 妊娠教室(4) 中地区公民館 13:30-16:00 
ω ⑮母子健康手帳・スラックス ω ⑮母子健康手帳
1歳6か月児健康診査 市役所第8・9会議室 29日

当番医

(内) 近藤医院 東本町 E⑪1166 ⑧13:00-13:30 ~平成 7 年 5 月生まれ(平
(日)128 成6年12月一7年4月生まれでまだ受けてい (外) 山下外科医院 西三城町宮~7122

切9 ない人も受診してくださp)⑮母子健康子
当番豆

帳、問診票、タオル、歯ブラシ(母子とも現 31日 (内) 川本内科医院 久原1丁目岱⑪5675在使用中のもの) ω (産) おび産婦人科医院本町 E⑪1103 

16日 当番医 略号の説明 ⑧…対象 ⑧ …受け付け ⑮…内容

(日)
(内-小)与那城医院 池田新町宮⑮5575 ⑮持ってくるもの

(整) 牟田整形外科医院 古町2丁目宮⑫4501 当番医の診療時間 9:00-18・00

国
民
健
康
保
険
税

(
6期
)
の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
巴
近
く
の
金
副
刷
機
関
巴
納
め
て
く
だ
さ
い
。

12月の大村ボート ( 3日一 8日・日本MB選手会会長杯争奪戦競走、 14日-19日・企業杯ジャンボトロンカ、ソフ競走
20日-23日・賞金王決定戦SG場外発売)

19-

ι 



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見

f

大
村
に
は
、
永
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
伝
統

工
芸
が
あ
り
、
今
日
ま
で
、
大
村
の
特
産
品
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
5
0
0有
余
詳

の
古
い
伝
統
と
技
術
を
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
松
原
鎌

を
紹
介
し
ま
す
。

真
っ
赤
に
焼
け
た
軟
鉄
に
鋼
を

付
け
、

ハ
ン

マ
ー
で
叩
く
音
が
松

原
の
町
に
響
い
て
い
ま
す
。
こ
こ

松
原
は
、
現
在
も
な
お
両
万
の
黒

打
ち
ゃ
、
磨
き
を
か
け
な
い
地
の

ま
ま
の
色
な
ど
の
珍
し
い
特
徴
を

持
つ
伝
統
技
法
で
鎌
を
は
じ
め
、

く
わ

な
た
、
鍬
、

包
丁
な
ど
を
生
み
だ

し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
に
は
、
文
明
6
年
、
こ

の
地
に
落
ち
た
平
家

一
族
の
万
匠

の
子
孫
が
、
農
民
た
ち
の
注
文
で

月
型
の
鎌
を
造
っ
た
の
が
始
ま
り

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
原
鎌
の
特
徴
は
、

日
本
で
も

数
少
な
い
薄
鎌
で
、
鋼
を
刃
先
か

ら
お
よ
そ
、
巾
の
半
分
程
度
ま
で

入
れ
て
製
造
さ
れ
て
い
る
た
め
、

使
用
中
研
磨
を
続
け
て
も
刃
の
鋼

部
の
品
質
を
失
う
こ
と
な
く
、
長

期
間
の
使
用
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
「
切
れ
昧
」
「
粘
り
強
さ
」
は

他
に
類
を
見
な
い
と
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
松
原
鎌
を
製
造
し

て
い
る
朝
長
さ
ん
は
、
現
在
五
代

目
、
こ
の
地
の
良
質
の
水
と
燃
料

(
木
炭
)
が
す

ば
ら
し
い
鎌
を

造
っ
た
と
話
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、

鎌
を
造
る
に

は
、
温
度
管
理

が

一
番
難
し
く

焼
き
す
ぎ
る
と

鋼
鉄
の
組
織
が

変
わ
り
、
よ
い

品
質
が
で
な
い

と
も
。
こ
の
仕

かのう

製作中の朝長可能さん

ー
シ
リ
ー
ズ

ω
i

事
は
、
熟
練
し
た
技
術
を
要
し
奥

が
深
く
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

乙
れ
も
す
べ
て
先
人
た
ち
の
お
か

げ
な
の
で
こ
れ
を
伝
え
て
い
き
た

い
。
し
か
し
、
今
は
後
継
者
の
育

成
問
題
が
難
し
い
そ
う
で
す
。

「
農
業
は
、
機
械
化
が
進
み
農

具
の
需
要
は
ま
す
ま
す
減
っ
て
い

ま
す
。

今
で
は
6
軒
し
か
残
っ
て
い
な

い
が
鎌
鍛
冶
の
技
術
を
生
か
し
、

ま
た
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
松
原
を
集
客
で

き
る
刃
物
の
産
地
と
し
て
が
ん
ば

り
た
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
も

一
度

使
っ
て
見
て
欲
し
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
強
く
呼
び
か
け
た
い
」
と

熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
松
原
鎌
。
皆
で

そ
の

「切
れ
昧
」
「
粘
り
強
さ
」

を
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

公
開
@
4
1
1
1
)

仁y

松原鎌や包丁編
集
/
秘
書
広
報
課

C 

ごさ，5自由府~，町、，

山甲
下斐
悟田
さ市
ん長

/号、
1の
!報
芹守土ヒ

ィ主事

df 
る

「第32回全国身体障害者スポーツ大会jが10月26
日・ 27日の両日、広島市で行われ、県代表の、山下

悟さん(県立ろう学校高等部専攻科・ 1年・ 19歳)

が1500mで、銀(2位). 5000mで、銅(3位)に輝き、 11

月1日市役所を訪れ、甲斐田市長へ喜びの報告をし

ました。

山下さんは、胸にメダルをかけて喜びをかみしめ

ながら市長と握手を交していました。

おめでとうございました。

美しく年を取りたい、たくさんの仲間を作って

楽しく過ごしたい、そして少し社会の役に立てた

ら、という願望を込めて出来たダ・カ ーポ。初め

に戻るという音楽用語ですが、音譜は読めなくて

も歌う事が大好きな人なら大歓迎です。初めに戻

って一緒に歌いましょう 。

一人で歌うのももちろん楽しいですが、大勢で

コーラ スするのも又格別です。

日時 毎週木曜日午前10時~正午
場所市コ ミセン

会費 1か月 750円
問い合わせ 田崎 (ft⑪17 8 0) 

「全国身体障害者スポーツ大会」

メダル獲得

カーポ• 夕、

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

11月1日現在
( )内は前月比

-20-

世帯数 27，052
(+66) 

女 41，908
(+82) 

38.739 
(+94) 

男人口 80.647 
(+176) 
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